
別表（第４条関係） 
 

情報科学研究科教育課程表 
（１）授業科目名等                            （博士前期課程） 

専攻別 
区 

分 
授 業 科 目 名 単位数 情報処理学専攻

情報ｼｽﾃﾑ学専攻

情報生命 

科学専攻 

備  考 

基 

礎 

科 

目 

アルゴリズム概論 

計算機構造概論 

システムプログラム概論 

情報科学概論I 

情報科学概論II 

バイオサイエンス概論I 

バイオサイエンス概論II 

物質創成科学概論 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

バイオサイエンス研究科開講科目 
〃 

物質創成科学研究科開講科目 

専

門

科

目 

情報理論 

計算理論I 

計算理論II 

ハードウェア設計論I 

ハードウェア設計論II 

高性能計算機アーキテクチャ  
ソフトウェア基礎論I 

ソフトウェア基礎論II 

計算モデル論 

計測情報処理I 

計測情報処理II 

音情報処理論I 

音情報処理論II 

人工知能基礎論 

人工知能論 

知的システム構築論 

計算言語学 

ソフトウェア設計論 

ソフトウェア工学I 

ソフトウェア工学II 

データ工学I 

データ工学II 

情報ネットワーク論I 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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情報ネットワーク論II 

情報通信システム論I 

情報通信システム論II 

システム工学I 

システム工学II 

システム制御I 

システム制御II 

コンピュータグラフィックス 

画像情報処理論 

ヒューマンインターフェース論 

ロボティクスⅠ 

ロボティクスII 

計算神経科学 

バイオインフォマティクス I 

バイオインフォマティクス II 

構造ゲノム学 

機能ゲノム学 

比較ゲノム学 

論理生命学 

生命機能計測学 

情報生命学I 

情報生命学II 

プロジェクト実習I 

プロジェクト実習II 

プロジェクト実習III 

プロジェクト実習IV 

プログラミング演習 

先端情報科学特論I 

先端情報科学特論II 

先端情報科学特論III 

先端情報科学特論IV 

先端領域特論A 

先端領域特論B 

先端領域特論C 

先端領域特論D 

先端領域特論E 

先端ソフトウェア工学I 

先端ソフトウェア工学II 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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現代生物学I 

現代生物学上級I 

現代生物学II 

現代生物学上級II 

現代生物学III 

現代生物学上級III 

発生生物学特別講義 

微生物ゲノム・DNA 複製特論 

細胞の増殖・分化特論 

神経構築・シグナル伝達特論 

幹細胞の生物学特論 

動物の形づくり特論 

植物環境ストレス応答特論 

植物の形づくり特論 

微生物バイオテクノロジー特論 

植物バイオテクノロジー特論 

病気の生物学特論 

ゲノム医療特論 

分子デバイスI 

分子デバイスII 

生物機能材料I 

生物機能材料II 

超分子科学 

タンパク質工学I 

タンパク質工学II 

高分子機能材料I 

高分子機能材料II 

有機合成反応論I 

有機合成反応論II 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

バイオサイエンス研究科開講科目 
〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

物質創成科学研究科開講科目 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

一

般

科

目 

基礎数学I 

基礎数学II 

数理科学概論I 

数理科学概論II 

英語コミュニケーション法 

英語ライティング法 

英語プレゼンテーション法 

科学英語上級 

学際領域特論A 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

バイオサイエンス研究科開講科目 
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学際領域特論B 

学際領域特論C 

学際領域特論D 

学際領域特論E 

学際領域特論F 

情報倫理 

生命／科学倫理 

環境と情報 

科学技術論・科学技術者論 

特別演習 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

６ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

バイオサイエンス研究科開講科目 
 

バイオサイエンス研究科開講科目 
 

 ゼミナールI 

ゼミナールII 

研究論文 

課題研究 

１ 

１ 

６ 

２ 

◎ 

◎ 

□ 

□ 

◎ 

◎ 

□ 

□ 

 

◎は必修科目を、□は選択必修科目を、○は選択科目を示す。 

 

(２) 履修方法 

１ 授業科目のうち、専門科目の選択科目から１６単位以上、一般科目又は基礎科目から６単位以上計

２２単位以上及び「ゼミナールⅠ」（１単位）、「ゼミナールⅡ」（１単位）を履修すること。 

２ 「研究論文」（６単位）又は「課題研究」（２単位）を履修すること。ただし、「課題研究」（２単位）

を履修した場合は、専門科目の選択科目から更に４単位を履修すること。 

３ 学則第３７条の規定により他の研究科の授業科目を履修し、修得した単位については一般科目とし

て６単位まで修了の要件となる単位として充当することができる。 

４ 理系学部（理学部、工学部等）を卒業した者及び３年次を修了した者については、「基礎数学Ⅰ」

の単位を修了に必要な単位としては算入しない。 

５ 理系学部（理学部、工学部等）を卒業した者及び３年次を修了した者で、「基礎数学Ⅱ」の内容を

大学においてすでに履修した者については、「基礎数学Ⅱ」の単位を修了に必要な単位としては算入

しない。 

６ 情報系学科（情報工学科、情報科学科、計算機工学科、情報システム工学科、システム工学科、制

御工学科等）を卒業した者及び３年次を修了した者については、基礎科目のうち「アルゴリズム概論」､

「計算機構造概論」､「システムプログラム概論」､「情報科学概論 I, II」の単位を修了に必要な単

位としては算入しない。 

７ 生物科学系学科を卒業した者及び３年次を修了した者については、「バイオサイエンス概論I, II」

の単位を修了に必要な単位としては算入しない。 

８「アルゴリズム概論」、「計算機構造概論」、「システムプログラム概論」のいずれかの単位を修得した

場合は、「情報科学概論I, II」の単位を修了に必要な単位としては算入しない。 
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別表第１（第４条第１項関係） 

バイオサイエンス研究科教育課程表 

（博士前期課程） 

（１）授業科目名等 

細胞生物学専攻・分子生物学専攻 
バイオエキスパートコース フロンティア

バイオコース Ａ Ｂ Ｃ 
区

分 授業科目名 
単

位

数 履修

区分 

修了要件

単位数 

履修

区分

修了要件

単位数 

履修

区分

修了要件

単位数 

履修

区分 

修了要件

単位数 

履修方法等 

共

通

科

目 

科学技術論・科学技術者論 
情報科学概論Ⅰ 
情報科学概論Ⅱ 
物質創成科学概論 

１ 
１ 
１ 
１ 

○ 
○ 
○ 
○ 

（＊）

○ 
○ 
○ 
○ 

（＊）

○ 
○ 
○ 
○ 

（＊）

○ 
○ 
○ 
○ 

（＊） 

 
情報科学研究科開講科目 

情報科学研究科開講科目 
物質創成科学研究科開講科目 

一

般

科

目 

科学英語 
科学英語上級 
科学英語演習Ⅰ 
科学英語演習Ⅱ 
アドバンスト科学英語Ⅰ 
アドバンスト科学英語Ⅱ 
アドバンスト科学英語Ⅲ 
生命／科学倫理 

１ 
１ 
１ 
１

１

１

１

１ 

△ 
 
□ 
□ 
◎ 
□ 
□ 
◎ 

４ 

△ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
◎ 

４ 

△ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
◎ 

４ 

△ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
◎ 

４ 

 

基

礎

科

目 

現代生物学Ⅰ 
現代生物学Ⅱ 
現代生物学Ⅲ 
現代生物学演習Ⅰ 
現代生物学演習Ⅱ 
現代生物学演習Ⅲ 
現代生物学上級Ⅰ 
現代生物学上級Ⅱ 
現代生物学上級Ⅲ 
現代生物学演習上級Ⅰ 
現代生物学演習上級Ⅱ 
現代生物学演習上級Ⅲ 
現代生物学演習ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｸﾗｽⅠ  
現代生物学演習ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｸﾗｽⅡ  
現代生物学演習ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｸﾗｽⅢ  
フロンティアバイオ講義 
フロンティアバイオ演習 

２

２

２ 
１

１ 
１

２

２

２

１

１

１ 
１

１

１ 
８ 
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
◎ 

１２ 

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 

 
 
 
 
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
 
 

９ 

 
 
 
 
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 

９ 
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専 

門 

科 

目 

発生生物学特別講義 
微生物ゲノム・ＤＮＡ複製特論  
機能ゲノム学特論 
構造ゲノム学特論 
細胞の増殖・分化特論 
神経構築・シグナル伝達特論 
幹細胞の生物学特論 
動物の形づくり特論 
植物環境ストレス応答特論 
植物の形づくり特論 
微生物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ特論 
植物バイオテクノロジー特論 
工業倫理・ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ特論 
知的財産特論 
病気の生物学特論 
ゲノム医療特論 
情報生命学特論Ⅰ 
情報生命学特論Ⅱ 
ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ特論Ⅰ 
ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ特論Ⅱ 
比較ゲノム学特論 
フロンティアバイオチュートリアル 

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２ 
１ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
◎ 

６ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

８ ６

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

８ ６

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

８ ６ 

（バイオエキスパート

コースＡ、Ｂ、Ｃ） 
 
研究実験及び研究論文

Ａの組合せを選択する

者は、６単位を修得する

こと。 
 
課題研究及び課題論文

の組合せを選択する者

は、さらに２単位を修得

し、合計８単位を修得す

ること。 

英語論文購読 １ ◎ １ ◎ １ １ ◎ １ １ ◎ １ １  
ゼミナールⅠ 
ゼミナールⅡ 
ゼミナールⅢ 

１

１

１ 

□ 
□ 
□ 

１ 
□ 
□ 
□ 

１ １

□ 
□ 
□ 

１ １

□ 
□ 
□ 

１ １ 
 

研究実験Ⅰ 
研究実験Ⅱ 
研究実験Ⅲ 

４

４

４ 

□ 
□ 
□ 

４ 
□ 
□ 
□ 

 ４

□ 
□ 
□ 

 ４

□ 
□ 
□ 

 ４ 

研究論文Ａ 
研究論文Ｂ 

５

２ 
 
◎ 

２ 
□ 
 

 ５
□ 
 

 ５
□ 
 

 ５ 

（バイオエキスパート

コースＡ、Ｂ、Ｃ） 
研究実験を選択する者

は、研究論文Ａを合せて

履修すること。 

課題研究Ⅰ 
課題研究Ⅱ 
課題研究Ⅲ 

４ 
４ 
４ 

  
□ 
□ 
□ 

４  
□ 
□ 
□ 

４  
□ 
□ 
□ 

４  

（バイオエキスパート

コースＡ、Ｂ、Ｃ） 
課題研究を選択する者

は、課題論文を合せて履

修すること。 

課題論文 ３   □ ３  □ ３  □ ３   
修 了 要 件 単 位 数 30  30 30  30 30  30 30  

１、 履修区分欄の◎は必修科目を、□は選択必修科目を、○は選択科目を示す。 
２、履修区分欄の△は修了の要件となる単位としては算入しない。 

  
 （２）履修方法 
  ア 学生は、研究科教務委員会の指導を受け、フロンティアバイオコースあるいはバイオエキスパートコースＡ、Ｂ、

Ｃのいずれかを選択すること。 
  イ バイオエキスパートコースＡ、Ｂ、Ｃを選択した学生は、指導教員と協議の上、研究実験又は課題研究の組合せを

選択すること。 
  ウ 学則第３７条の規定により、他の研究科の授業科目を履修し修得した単位及び（＊）で示した共通科目を修得した

単位については、専門科目として計４単位まで修了の要件となる単位として充当することができる。 
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（注） 基礎科目の「現代生物学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」、「現代生物学上級Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」、「フロンティアバイオ講義」のいずれを履修する場
合においても、これを修得しなければ「研究実験Ⅰ」、「研究実験Ⅱ」、「研究実験Ⅲ」、「研究論文Ａ」、「研究論文Ｂ」、

「課題研究Ⅰ」、「課題研究Ⅱ」、「課題研究Ⅲ」、「課題論文」を履修することができない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別表第２（第４条第２項関係） 

バイオサイエンス研究科教育課程表 

（博士後期課程） 

（１）授業科目名等 

細胞生物学専攻・分子生物学専攻 
授業科目名 単位数 

履修区分 修了要件単位数 
履修方法等 

科学英語特別講義 
国際バイオゼミナールＡ 
国際バイオゼミナールＢ 
国際バイオゼミナールＣ 

５ 
４ 
２ 
２ 

□ 
□ 
□ 
□ 

２ 

海外語学研修 
海外研究研修 
海外研究研修（短期） 

仮想プロジェクト演習 １ ◎ １  

研究実験Ⅰ 
研究実験Ⅱ 
研究実験Ⅱ 

６ 
６ 
６ 

□ 
□ 
□ 

６ 
 

修 了 要 件 単 位 数 ９  

履修区分欄の◎は必修科目を、□は選択必修科目を示す。 

 
（２） 履修方法 
  ア 科学英語特別講義および国際バイオゼミナールＡを受講希望する学生は、研究科教務委員会に申請し、所定

の審査（英語能力等）を受けること。 
  イ 国際バイオゼミナールＡおよびＢを受講する学生は、配属講座教員の指導を受けて研修受け入れ研究室等を

選定すること。 
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別表（第４条関係） 
 

物質創成科学研究科教育課程表 
（１）授業科目名等                                （博士前期課程） 

区分 授業科目名 単位数 履修区分
修了要件

単位数 
備考 

共 

通 

科 

目 

情報科学概論Ⅰ 

情報科学概論Ⅱ 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ概論Ⅰ 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ概論Ⅱ 

物質創成科学概論 

科学技術論・科学技術者論 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

（＊） 

（＊） 

（＊） 

（＊） 

△ 

△ 

 

 

 

 

 

 

情報科学研究科開講科目

情報科学研究科開講科目

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究科開講科目

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究科開講科目

 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究科開講科目

一 

般 

科 

目 

物質科学英語初級 

物質科学英語上級 

物質科学と倫理 

科学技術政策と知的財産 

サイエンスリテラシー 

技術ベンチャー論 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

◎ 

△ 

◎ 

◎ 

◎ 

△ 

４ 

 

基 

礎 

科 

目 

光ナノサイエンス概論 I 

光ナノサイエンス概論 II 

光ナノサイエンスコア I 

光ナノサイエンスコア II 

光ナノサイエンスコア III 

光ナノサイエンスコア IV 

光と電子 I 

光と電子 II 

光と分子 I 

光と分子 II 

量子力学 

物理光学 

半導体工学概論 

光電子工学概論 

電気・電子材料概論 

有機化学 

高分子化学 

無機化学 

分子評価 

生化学 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 
１０ 
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専 

門 

科 

目 

光物性 

表面構造解析 

固体電子構造 

物性理論 

フォトニクスⅠ 

フォトニクスⅡ 

情報素子材料Ⅰ 

情報素子材料Ⅱ 

量子構造物質Ⅰ 

量子構造物質Ⅱ 

高分子機能材料Ⅰ 

高分子機能材料Ⅱ 

有機合成反応論Ⅰ 

有機合成反応論Ⅱ 

分子デバイスⅠ 

分子デバイスⅡ 

タンパク質工学Ⅰ 

タンパク質工学Ⅱ 

超分子科学 

生物機能材料Ⅰ 

生物機能材料Ⅱ 

分子フォトニクス工学Ⅰ 

分子フォトニクス工学Ⅱ 

磁気物性 

量子効果材料学 

薄膜化技術 

材料物理化学 

創薬科学 

物質科学と環境 

センサー･デバイス技術学 

物質科学特論Ⅰ 

物質科学特論Ⅱ 

物質科学特論Ⅲ 

物質科学特論Ⅳ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

６ 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

隔年開講 

物質科学実験・実習 

ゼミナール 

研究論文 

２ 

２ 

６ 

◎ 

◎ 

◎ 

２ 

２ 

６ 

 

修了要件単位数 ３０  
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１．履修区分欄の◎は必修科目を、○は選択必修科目を示す。 

２．履修区分欄の△は修了の要件となる単位としては算入しない。 

 
（２）履修方法 
ア 上表のとおり合計３０単位以上を履修すること。 
イ 基礎科目の選択必修科目については、指導教員が指定する授業科目２単位を履修しなければならない。 
ウ 学則第３７条の規定により他の研究科の授業科目を履修し、修得した単位及び（＊）で示した共通科目

を習得した単位については、専門科目として計４単位まで修了の要件となる単位として充当することがで

きる｡ 
エ 学則第３８条の規定により他の大学院の授業科目を履修し、修得した単位については、１０単位まで修

了の要件となる単位として充当することができる。 
オ 本研究科授業科目の共通科目、一般科目、基礎科目及び専門科目のうちから１０単位以上履修しなけれ

ばならない。 
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